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駿

河

土

産

巻

之

五

目

録

一

大

坂

御

陣

の

節

権

現

様

御

具

足

不

被

為

召

御

座

被

遊

し

事

一

大

坂

落

城

の

日

京

都

東

山

豊

国

明

神

の

前

に

香

典

包

銀

有

之

し

事

一

将

軍

様

大

坂

表

落

着

ニ

付

江

戸

表

へ

還

御
ニ

付

御

隠

蜜
（
密
）

の

義

権

現

様

へ

御

伺

事

一

伊

勢

の

御

師

戸

部

大

夫

御

咎

メ

始

末

之

事

一

増
田
右
衛
門
尉
高
力
左
近
へ
御
預
ヶ
始
末
の
事

一

駿

府

に

て

御

夜

詰

之

節

権

現

様

織

田

三

七

郎

信

孝

切

腹

之

時

の

辞

世

之

歌

被

仰

聞

し

事

一

太

閤

の

御

代

に

大

角

与

右

衛

門

と

云

者

成

立

の

事

一

大

坂

御

陣

の

時

、

井

伊

掃

部

頭

家

来

三

人

に

て

相

討

と

い

ふ

義
ニ

付

権

現

様

上

意

の

事

一

権

現

様

駿

府

に

て

御

不

例

之

節

諸

士

へ

被

仰

渡

の

事

一

同

御

不

例

の

砌

板

倉

内

膳

正

ヘ

被

仰

渡

候

趣

之

事

一

岡

崎

の

御

城

に

て

権

現

様

へ

御

敵

対

申

上

し

門

徒

四

ヶ

寺

之

事

一

権

現

様

関

東

御

入

国

之

砌

被

仰

出

候

御

長

柄

持

之

事

一

関

東

御

入

国

後

江

戸

御

蔵

米

多

過

候

段

御

勘

定

頭

衆

よ

り

申

上

候
ニ

付

権

現

様

御

不

興

上

意

之

事
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駿

河

土

産

巻

五

一

大

坂

御

陣

七

日

の

朝

権

現

様

に

は

御

具

足

ハ

不

被

召

茶

色

の

御

羽

織

に

す

そ

く

ゝ

り

の

御

は

か

ま

を

被

為

召

御

座

被

遊

候

所

へ

、

藤

堂

和

泉

守

被

参

御

前

に

は

御

具

足

を

ハ

御

召

不

被

遊

候

や

と

被

申

上

候

へ

ハ

、

若

年

者

の

あ

の

秀

頼

を

成

敗

申
付
る
と
て
、
我
等
か
具
足
な
と
か
い
る
も
の

か

と

の

上

意

有

之

候

て

和

泉

守

御

前

を

被
立
候
、
以
後
松
平
右
衛
門
大
夫

御
前
に
被
居

候

に

被

仰

聞

候

ハ

、

和

泉

守

こ

と

は

上

方

も

の

ゆ

へ

下

心

を

見

せ

ぬ

や

う

に

と

思

ひ

て

今

の

や

う

に

挨

拶

を

ハ

し

た

る

な

り

実

に

は

年

老

て

下

腹

な

と

も

ふ

く

れ

候

ゆ

へ

具

足

抔

を

着

て

ハ

馬

の

乗

り

下

り

も

な

ら

ぬ

ゆ

へ

に

具

足

を

は

着

せ

ぬ

な

り

、

わ

か

き

時

と

ハ

大

に

違

ひ

た

る

事

也

と

の

上

意

な

り

し

と

そ

一

大

坂

落

城

五

月

八

日

の

朝

秀

頼

生

害

の

日

、

京

都

東

山

豊

国

明

神

廟

号

也

太

閤

の
の

前

へ

何

方

よ

り

と

も

不

知

、

施

主

の

名

も

無

之

香

典

の

包

銀

余

ほ

と

も

ち

よ

り

て

有

之

旨

風

聞

に

て

、

諸

司

代

よ

り

見

分

を

つ

か

わ

し

吟

味

の

う

ゑ

其

趣

を

上

聴

に

達

し

候

処

に

権

現

様

被

仰

候

ハ

、

在

世

の

と

き

智

仁

勇

の

三

徳

を

兼

備

へ

た

る

人

な

ら

て

は

死

後

に

神

と

い

わ

い

候

事

ハ

な

ら

さ

る

は

つ

の

義

也

と

の

上

意

に

て

、

豊

国

明

神

の

預

り

社

頭

を

坊

主

に

被

成

其

節

社

を

も

こ

ほ

ち

て

跡

は

は

き

地

に

可

被

仰

付

と

有

之

候

所

に

、

北

の
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政

所

よ

り

崩

れ

次

第

に

差

置

れ

被

下

度

の

願

ひ

に

付

其

通

り

に

被

仰

付

し

と

な

り

敵

祖

の

廟

を

建

置

不

申

と

有

義

は

異

国

・

本

朝

と

も

に

相

定

り

た

る

事

の

よ

し

一

大

坂

表

之

義

一

埒

以

後

両

御

所

様

御

参

内

等

も

相

済

候
ニ

付

、

近

日

駿

府

・

江

戸

へ

還

御

可

被

遊

旨

被

仰

遣

候

砌

何

事

や

ら

ん

、

将

軍

様

よ

り

御

老

中

方

を

以

て

御

伺

ひ

被

遊

義

有

之

ニ

付

、

老

中

方

二

條

の

御

城

へ

伺

公
（
候
）

被

致

候

へ

ハ

御

前

へ

被

召

出

権

現

様

御

直

に

被

仰

聞

候

ハ

、

只

今

ま

て

の

義

ハ

粗

お

も

ひ

よ

り

有

之

に

付

万

端

の

義

将

軍

よ

り

相

談

あ

ら

れ

候

へ

は

相

応

の

返

答

に

及

ひ

た

る

な

り

、

自

今

以

後

の

義

ハ

大

小

事

と

も

に

将

軍

の

了

簡

次

第

に

可

被

致

事

な

り

、

駿

府

へ

相

談

に

ハ

及

ひ

申

さ

す

候

、

こ

の

う

へ

ハ

た

と

へ

相

談

申

被

越

候

と

も

其

挨

拶

に

ハ

及

間

敷

ト

将

軍

へ

も

こ

の

趣

を

申

達

し

、

い

つ

れ

も

ゝ （衍
）

左

様

に

相

心

得

候

様

に

と

被

仰

渡

し

と

な

り

右

之

通

の

上

意
ニ

付

其

以

後

の

義

は

江

戸

表

に

於

て

相

替

る

義

被

仰

出

な

と

有

之

節

ハ

江

戸

老

中

方

よ

り

駿

府

の

御

老

中

方

ま

て

自

分

知

ら

せ

の

こ

と

〱

に

被

申

達

事

済

し
（
候
ヵ
）

と

也

一

伊

勢

の

御

師

戸

部

大

夫

事

ハ

太

閤

以

来

よ

り

秀

頼

の

代

に

い

た

り

候

ま

て

の

御

師

な

り

、

さ

る

に

依

て

大

坂

御

陣
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の

節

御

当

家

の

御

父

子

様

を

調

伏

仕

候

と

の

趣

相

知

れ

候

に

付

、

其

節

の

山

田

奉

行

日

向

半

兵

衛

・

草

野

内

蔵

助

両

人

方

よ

り

吟

味

を

遂

る

と

こ

ろ

に

実

正

ニ

付

家

内

闕

所

に

申

付

其

身

を

ハ

牢

に

入

置

御

仕

置

の

義

ハ

駿

府

へ

相

伺

ひ

候

所

に

権

現

様

上

意

に

夫

は

奉

行

と

も

の

心

得

違

ひ

に

て

無

理

成

申

付

様

と

被

思

召

候

、

秀

頼

運

を

開

か

れ

候

や

う

に

と

有

祈

祷

を

す

る

ハ

戸

部

大

夫

に

ハ

似

合

た

る

事

也

、

早

々

出

牢

申

付

闕

所

い

た

し

候

諸

色

を

も

無

相

違

返

し

つ

か

わ

し

候

や

う

に

と

被

仰

出

し

と

な

り

一

大

坂

五

奉

行

之

内

増

田

右

衛

門

の

尉

義

ハ

関

か

原

御

陣

以

後

高

力

左

近

へ

御

預

ヶ

被

成

武

州

岩

付

に

被

差

置

候

、

右

衛

門

悴

兵

大

夫

義

ハ

大

坂

冬

御

陣

之

節

ハ

将

軍

様

御

人

数

の

内

に

相

加

り

大

坂

表

に

罷

有

候

処

に

御

陣

中

寄

手

の

宜

き

噂

を

聞

て

ハ

に

か

り

た

る

顔

を

い

た

し

少

々

に

て

も

城

か

た

の

宜

敷

義

を

承

り

候

て

ハ

悦

喜

仕

候

と

有

之

義

を

御

和

談

以

後

駿

府

に

て

御

聴

に

達

し

た

る

人

有

之

権

現

様

御

意

遊

し

候

ハ

そ

れ

ハ

近

頃

き

と

く

成

る

心

入

か

な

、

さ

す

か

ハ

増

田

か

子

な

る

そ

と

の

仰

に

て

何

の

御

と

か

め

も

無

之

候

、

夏

御

陣

に

も

そ

の

ま

ゝ

に

て

罷

有

候

へ

ハ

右

衛

門

御

預

の

義

を

も

ゆ

る

や

か

に

可

被

仰

付

と

の

思

召

に

候

所

に

、

夏

御

陣

の

せ

つ

ハ

大

坂

へ

罷

越

長

曽

我

部

宮

内

へ

合

宿

仕

、

藤

堂

和

泉

守
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備

へ

先

へ

向

ひ

は

れ

な

る

討

死

を

遂

候
ニ

付

親

右

衛

門

尉

義

も

後

日

に

い

た

り

武

州

岩

付

に

於

て

切

腹

被

仰

付

し

と

也

一

大

坂

御

陣

以

後

駿

府

に

て

あ

る

と

き

御

近

習

衆

へ

権

現

様

被

仰

聞

候

ハ

恩

を

う

け

た

る

主

人

又

ハ

主

の

子

と

も

な

と

へ

つ

ら

く

当

る

者

ハ

た

と

へ

当

分

仕

合

よ

く

て

別

条

な

き

様

に

有

之

候

て

も

子

孫

に

い

た

り

其

む

く

ひ

ハ

の

か

れ

さ

る

と

お

も

わ

る

ゝ

、
子

細

ハ

織

田

三

七

郎

信

孝

切

腹

の

時

の

辞

世

に

む

か

し

よ

り

主

を

う

つ

ミ

の

野

間

な

れ

ハ

む

く

ひ

を

ま

つ

や

羽

柴

筑

前

と
よ
ミ
お
か
れ
た
る
と
の
義
ハ
そ
の
時
分
か
ら

我

ら

な

と

ハ

聞

お

よ

ひ

た

る

事

な

る

に

今

度

大

坂

に

て

秀

頼

生

害

ハ

八

日

な

れ

と

も

豊

臣

家

の

亡

ひ

た

る

と

い

ふ

ハ

七

日

也

右

野

間

の

内

海

に

て

信

孝

切

腹

い

た

さ

れ

た

る

も

五

月

七

日

の

よ

し

な

れ

ハ

不

思

議

な
る
事
に
て
ハ
な
き
か
と
の

上
意
の
よ
し

一

太

閤

の

代

に

台

所

に

て

魚

・

鳥

な

と

を

洗

ひ

候

下

男

を

取

立

料

理

人

に

被

申

付

其

後

料

理

人

の

頭

と

成

り

秀

頼

の

代

に

な
つ
て
ハ
台
所
頭
と
成
こ
ゝ
へ
も
か
し
こ
へ
も

も

さ

（
衍
）

し

出

と

ひ

廻

り

た

る

も

の

に

て

大

角

与
右
衛
門
と
申
者
有
し
、
こ
の
与
右
衛
門
逆
心

い

た

し

五

月

七

日

に

い

た

り

お

の

れ

か

手

下

の

者

と

も

に

申

付

大

台

所

ゑ （へ
）

火

を

付

さ

せ

候

と

也

、

右

逆

意

の

働

き

を

御

奉

公

に

申

立

御

旗

本

へ

被

召

出

候

様

に

と

願

ひ

居

申

内

煩

ひ

付

あ

ひ

は

て

候

と

有

之

儀

を

権

現

様

御

聞
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被

遊

そ

の

与

右

衛

門

め

か

こ

と

は

去

年

和

談

の

せ

つ

秀

頼

母

義

方

よ

り

の

使

と

し

て

茶

臼

山

へ

も

来

り

し

者

な

り

、

元

来

下

男

上

り

と

ハ

言

ひ

な

か

ら

太

閤

の

恩

を

得

た

る

奴

恩

を

し

ら

さ

る

人

畜

め

な

り

、

存

生

せ

ハ

は

か

ら

ふ

へ

き

旨

有

し

物

を

と

の

上

意

也

し

と

そ

一

大

坂

御

陣

以

後

駿

府

に

於

て

御

側

衆

の

咄

し

に

、

去

る

五

月

六

日

若

江

村

に

お

ゐ

て

井

伊

掃

部

頭

家

来

の

侍

三

人

に

て

敵

を

う

ち

と

り

三

人

相

討

と

有

之

候
ニ

付

掃

部

頭

委

細

に

吟

味

を

相

遂

候

へ

ハ

両

人

相

討

に

極

り

内

壱

人

ハ

相

違
ニ

付

掃

部

頭

右

の

表

裏

者

を

仕

置

に

申

付

ら

れ

候

よ

し
ニ

候

と

被

申

上

候

へ

ハ

是

非

の

仰

も

無

之

い

つ

れ

も

聞

置

候

ゑ

惣

し

て

物

毎

に

余

計

を

い

ふ

こ

と

な

く

き

り

つ

め

た

る

こ

と

く

な

る

ハ

よ

ろ

し

か

ら

す

、
就

中

武

備

な

と

の

義

ハ

猶

以

余

計

の
有
か
よ
き
な
り
、
子
細
ハ
織
田
信
長
い
ま
た

小

身

の

時

佐

々

成

政

と

前

田

利

家

と

両

人

に

て

敵

壱

人

を

突

倒

し

成

政

、

利

家

に

向

ひ

其

方

敵

を

突

倒

さ

れ

た

る

義

な

れ

は

首

を

と

ら

れ

候

へ

と

也

、
利

家

聞

て

我

等

ハ

敵

を

倒

し

た

る

と

い

ふ

ま

て

に

て

鑓

合

之

義

ハ

其

許

先

な

れ

ハ

首

ハ

其

許

と

ら

れ

よ

と

有

て

互

に

辞

退

の

所

へ

柴

田

権

六

も

馳

付

、

左

様

に

両

人

辞

退

の

首

な

ら

ハ

中

に

て

我

ら

討

へ

し

と

て

首

を

討

て

我

等

高

名

の

証

拠

の

た

め

両

人

も

来

り

申

さ

れ

よ

と

て

三

人

同

道

し

て

信

長

の

前

に

出

て

権

六
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申

候

ハ

、

こ

の

両

人

に

て

敵

を

突

倒

し

首

を

と

れ

と

る

ま

し

き

と

申

吟

味

相

の

処

へ

参

り

か

ゝ

り

首

を

ハ

私

と

つ

て

参

り

候

と

申

候

へ

ハ

、

信

長

被

聞

大

ゐ

に

称

賛

被

致

候

と

也

、
こ

れ

右

三

人

と

も

に

武

備

に

余

計

か

有

る

ゆ

へ

な

り

と

の

上

意

に

候

と

な

り

右

の

上

意

を

承

り

伝

へ

相

考

へ

見

申

候

へ

は

、

相

討

な

と

を

い

た

し

て

先

後

を

論

し

申

様

な

る

事

は

権

現

様

の

思

召

に

は

相

叶

ひ

申

ま

し

き

歟

と

申

仁

有

之

候

よ

し

一

権

現

様

駿

府

に

て

御

不

例

の

節

将

軍

様

に

も

御

側

に

御

座

被

遊

御

純

張

（

マ

マ

）

の

き

わ

へ

松

平

肥

前

守

・

松

平

薩

摩

守

松

平

陸

奥

守

三

人

の

衆

を

被

為

召

正
宗
の
御
腰
物
を
一
所
に
被
下
之
、
其
上
に
て

こ

の

以

後

北

国

筋

に

変

の

義

も

有

之

候

節

ハ

肥

前

守

、

西

国

筋

に

異

変

あ

ら

は

薩

摩

守

、

奥

州

筋

の

義

ハ

陸

奥

守

へ

御

任

せ

お

か

れ

候

間

、

各

受

取

に

被

致

静

謐

の

沙

汰

を

取

計

ひ

可

申

旨

被

仰

渡

候

と

也

右

三

人

退

出

の

後

松

倉

豊

後

守

・

堀

丹

後

守

市

橋

下

総

守

・

桑

山

左

久

佐

・

別

所

孫

三

郎

五

人

を

被

為

召

将

軍

様

に

御

引

合

せ

被

遊

、

此

五

人

の

者

只

今

迄

能

御

奉

公

申

上

其

上

大

坂

大

和

口

表

に

於

て

能

働

候

将

軍

に

も

左

様

御

心

得

御

座

可

被

成

由

上

意

也

、
五

人

と

も

に

な

ミ

た

を

な

か

し

有

か

た

く

被

存

候

に

や

、

其

後

別

所

に

と

有

上

意

に

て

こ

の

者

ハ

小

身

な

れ

と

も

や

さ

し

き

言

葉

を

つ

か

ひ

候
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こ

の

以

後

も

用

に

可

立

者

也

と

上

意

被

遊

候

と

也

右

の

上

意
ニ

付

其

砌

に

ハ

加

賀
・
薩

摩

・

陸

奥

の

三

家

を

ハ

外

様

三

家

衆

と

申

触
候
と
也
、
薩
摩
の
家
に
ハ
右
拝
領
の
御
腰
物

由

緒

書

の

節

に

権

現

様

上

意

の

趣

も

書

記

し

有

之

由

也

、

加

賀

・

陸

奥

の

両

家

に

も

そ

の

せ

つ

拝

領

の

よ

し

申

伝

へ

正

宗

刀

有

之

候

へ

と

も

上

意

の

留

書

と

て

は

無

之

候

と

な

り

、

且

又

別

所

孫

三

郎

と

申

た

る

仁

の

儀

ハ

右

の

せ

つ

高

五

百

石

の

知

行

高

に

て

被

居

候

と

な

り

、

大

坂

御

陣

の

時

大

和

口

に

お

ゐ

て

御

味

方

い

つ

れ

も

懸

り

不

被

申

所

に

別

所

孫

三

郎

壱

人

馬

を

乗

り

出

し

て

陣

中

を

乗

廻

し

筑

紫

陣

之

節

尾

藤

か

得

付

さ

る

を

以

テ

太

閤

勘

臣

（

感

心

）

被

致

候

、

懸

り

に

く

き

敵

に

か

ゝ

る

こ

そ

御

奉

公

な

れ

か

や

う

に

申

参

な

と

は

馬

壱

疋

の

仕

合

な

れ

ハ

お

も

ふ

や

う
に

な
ら

す

無

念

の

い

た
り

也

、

か

ゝ

れ

〳
〵
皆

比

興

（

卑

怯

）

成

る

事

そ

と

言

ひ

の

ゝ

し
り
て
馳
廻
被
申
候
由
、
こ
の
趣

上

聴
に

達
し

候

て
の

う
へ

に
て

も

有
之

候
や

右
之
上
意
有
之
候
と
其
砌
り
取
沙
汰
仕
候
と
也

一

権

現

様

駿

府

に

御

座

被

成

候

節

御

不

例

之

砌

、

板

倉

内

膳

正

を

被

為

召

御

遺

言

被

仰

出

候

と

そ

、

我

等

廟

所

を

将

軍

よ

り

被

申

付

に

お

い

て

ハ

始

祖

の

廟

な

れ

ハ

と

の

義

を

以

、

定

て

作

事

等

を

結

構

に

可

被

申

付

候

へ

と

も

そ

れ

ハ

無

用

の

事
ニ

候

我

等

子

孫

に

い

た

り

代

々

と

も

に

始

祖

の

廟

に

増

ら

ぬ

様
ニ

と

あ

る

勘

弁

の

為

に

も
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有
之
候
あ
い
た
、
其
心
得
を
以
て
軽
き
宮
居
に

致

し

被

置

候

様

に

と

の

上

意

に

つ

き

御

他

界

以

後

江

戸

に

お

ゐ

て

将

軍

様

其

段

内

膳

正

被

申

上

候

所

に

御

尤

成

仰

に

ハ

有

之

候

へ

と

も

余

り

に

か

る

き

御

宮

居

と

有

ハ

如

何

な

れ

ハ

大

概

結

構

成

宮

居

に

相

見

へ

候

様

に

と

被

仰

出

以

前

の

御

宮

御

建

立

出

来

候

と

な

り

そ

の

後

寛

永

三

年

に

い

た

り

御

父

子

様

と

も

に

御

上

洛

遊

さ

れ

候

御

留

主

に

お

い

て

御

台

様

御

病

気

被

為

付

候

段

京

都

へ

相

き

こ

へ

候

に

つ

き

駿

河

大

納

言

忠

長

公

御

看

病

の

た

め

御

暇

に

て

御

下

向

の

所

終

に

御

快

然

御

座

な

く

九

月

十

五

日

御

薨

去

被

遊

候

に

付

、

増

上

寺

に

お

ゐ

て

御

法

事

等

の

義

忠

長

公

御

差

合

被

遊

候

内

に

御

父

子

様

共

に

還

御

被

遊

御

廟

所

の

霊

屋

等

御

普

請

共

に

忠

長

公

の

御

請

懸

り

と

罷

成

候

に

付

、

思

召

の

ま

ま

に

結

構

に

御

普

請

出

来

仕

候

と

な

り

、

同

九

年

正

月

廿

四

日

台

徳

院

様

御

他

界

被

遊

候

節

、

御

霊

屋

御

普

請

等

の

義

宗

源

院

様

の

御

霊

屋

よ

り

ハ

見

増

し

候

や

う

に

仕

立

可

申

旨

上

意
ニ

付

、

只

今

の

こ

と

く

成

御

仏

殿

は

出

来

仕

候

と

な

り

、
こ

の

御

仏

殿

に

見

合

せ

候

へ

ハ

日

光

山

に

御

建

あ

そ

は

さ

れ

た

る

東

照

宮

の

御

社

ハ

殊

之

外

手

浅

く

相

見

へ

候

ニ

付

、

御

宮

御

建

直

し

と

は

無

御

座

御

修

覆

と

有

之

お

も

む

き

に

て

惣

奉

行

の

義

ハ

秋

元

但

馬

守

へ

被
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仰

付

、

則

御

宮

御

修

覆

に

付

て

の

御

入

用

ハ

御

い

と

ひ

御

座

な

く

と

あ

い

た

随

分

手

を

こ

め

台

徳

院

殿

様

の

御

霊

屋

に

見

増

し

候

様

に

と

の

被

仰

出

有

之

候

と

な

り

、

さ

る

に

依

て

右

御

修

覆

に

つ

き

て

の

御

入

用

七

拾

万

両

の

由

也

右

之
次

第
に

有

之
候

へ
ハ

御
代

々

の
御

霊
屋

の

結

構

に

有

之

候

始

り

ハ

駿

河

大

納

言

殿

御

物

数

寄

よ

り

起

り

た

る

事

の

由

也

一

権

現

様

岡

崎

の

御

城

に

御

座

被

遊

候

せ

つ

御

敵

対

申

上

候

門

徒

四

ヶ

寺

与

申

候

ハ

針

崎

松

万

寺

土

呂

禅

秀

寺

佐

崎

浄

宮

寺

野

寺

本

證

寺

こ

の

四

ヶ

寺

な

り

一

権

現

様

天

正

十

八

年

関

東

御

入

国

の

砌

こ

の

以

後

御

陳

御

上

洛

の

節

御

長

柄

を

か

つ

き

御

供

仕

候

中

間

衆

の

義

を

ハ

武

州

の

内

八

王

子

に

お

ゐ

て

五

百

人

新

抱

へ

に

被

遊

小

身

な

る

甲

州

衆

を

以

て

其

頭

に

被

仰

付

し

と

也

そ

れ

ま

て

の

御

領

知

の

義

ハ

御

本

国

三

河

を

初

め

悉

く

上

り

候

中

に

甲

州

の

上

り

候

段

を

は

殊

外

さ

ん

ね

ん

に

被

思

召

よ

し

、

そ

の

せ

つ

御

家

中

に

お

ゐ

て

も

沙

汰

仕

候

と

な

り

八

王

寺 （子
）

の

義

ハ

甲

州

堺

内

の

義

に

も

有

之

に

つ

き

自

然

の

時

に

御

手

遣

の

た

め

に

も

と

有

義

を

以

て

右

の

御

長

柄

同

心

の

義

ハ

近

所

の

義

と

有

之

付

郡

内

の

村

々

立

入

絹

類

を

は

し

め

其

外

甲

州

よ

り

出

申

候

諸

色

の

義

は

右

の

御

長

柄

の

者

と

も

中

買
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を

仕

り

、

江

戸

表

へ

持

出

売

買

仕

候

所

に

、

慶

長

五

年

関

ヶ

原

御

一

戦

以

後

ハ

天

下

御

一

統

に

付

町

人

と

も

の

仕

入

と

罷

成

、

御

長

柄

之

者

の

売

買

ハ

相

止

ミ

候

と

也

、

右

御

長

柄

五

百

本

と

相

定

り

候

節

、

夫

迄

の

御

長

柄

鎗

の

立

場

と

模

様

も

違

ひ

候

と

の

取

沙

汰

は

有

之

候

得

と

も

其

比

御

出

陳

と

申

事

も

無

之

に

付

誰

も

不

存

候

所

、

関

ヶ

原

表

に

お

ゐ

て

九

月

十

五

日

御

一

戦

の

前

日

御

旗

御

長

柄

等

の

立

配

り

所

并

御

使

番

衆

御

目

付

中

の

備

へ

場

と

も

に

被

仰

出

候

と

也

、

其

後

大

坂

御

陣

の

節

御

旗

本

備

へ

の

模

様

の

義

ハ

先

年

関

ヶ

原

表

の

こ

と

く

可

被

仰

付

や

と

二

条

の

御

城

に

お

ゐ

て

本

多

上

野

助

被

相

伺

候

所

に

権

現

様

其

方

は

天

下

分

け

め

の

合

戦

も

秀

頼

を

成

敗

申

付

る

を

も

同

様

に

心

得

候

や

、

今

度

我

等

旗

本

の

備

へ

作

法

式

の

可

入

子

細

に

あ

ら

す

、

平

押

に

お

し

よ

せ

味

方

同

勢

何

様

に

な

り

と

も

居

り

度

様

に

可

居

と

申

付

よ

と

の

上

意

に

て

御

笑

ひ

被

遊

候

と

な

り

、

然

ハ

関

ヶ

原

表

に

お

ゐ

て

只

壱

度

な

ら

て

ハ

権

現

様

関

東

御

入

国

以

後

御

工

夫

被

遊

候

御

旗

本

備

へ

模

様

を

見

申

た

る

者

ハ

無

之

候

と

な

り

一

権

現

様

御

代

江

戸

御

蔵

に

納

候

米

多

過

候

ゆ

へ

欠

米

等

も

多

く

其

上

諸

国

の

御

代

官

所

よ

り

御

当

地

迄

の

運

送

の

御

失

却

も

有

之

旁

以

御

つ

ゐ

へ

に

御

座

候

間

江

戸

由

来

蔵

の

棟

数

を

御

へ

ら

し
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被

遊

候

ハ

ヽ

大

分

の

御

徳

用

た

る

へ

き

む

ね

御

勘

定

方

に

も

相

考

へ

其

趣

を

御

勘

定

頭

衆

よ

り

被

申

上

候

へ

は

、

以

の

外

御

機

嫌

よ

ろ

し

か

ら

す

し

て

被

仰

出

候

ハ

、

蔵

数

多

く

候

へ

ハ

欠

米

等

も

多

く

我

等

損

と

有

る

事

ハ

兼

而

知

れ

た

る

事

な

れ

と

も

万

一

の

義

も

出

来

、

遠

国

の

米

穀

当

地

へ

運

送

の

成

兼

候

様

な

る

義

も

有

之

候

と

き

は

当

地

米

の

直

段

な

と

も

高

直

に

な

り

諸

方

よ

り

集

り

居

た

る

江

戸

中

の

諸

人

食

物

に

難

儀

い

た

す

や

う

に

成

候

節

の

入

用

考

お

も

ふ

に

付

て

蔵

米

多

く

詰

置

す

る

義

な

り

、

平

勘

定

の

者

な

と

は

其

通

り

な

れ

と

も

天

下

の

勘

定

頭

と

も

い

わ

る

ゝ

者

か

さ

や

う

の

義

を

我

等

の

た

め

な

と

ゝ

言

聞

す

る

義

言

語

同

断

な

り

と

の

上

意

に

て

こ

と

の

ほ

か

御

し

か

り

を

蒙

り

し

と

そ

聞

へ

し

駿

河

土

産

巻

之

五

大

尾


